４　中国役後の封置

秀吉、毛利の和睦　　　天正１０年６月、秀吉は輝元と和したことで毛利・織田の境界及び諸侯の封置も定まり、兵馬にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じゅうりん),蹂躪)された因伯の地も、やや安らかになった。そこで鳥取攻落の戦功者たる宮部善祥坊EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つぐ),継)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ます),潤)には、邑美・法美・八上・高草の４郡４万５千石に但馬の内５千石が加えられた。宮部はもと叡山の衆徒であったが秀吉の長浜占領後これに従い、秀吉のためには終始随身の重臣となった。この子孫が清谷（倉吉市）にあることは、ずっと前項に紹介したと思う。亀井新十郎は気多郡１万３千石を領して鹿野に居ることとなった。
吉川領きまる　　　　　伯耆においては、京芸に２分して汗入・会見・日野の西3郡を吉川領とし、河村・久米・八橋
南条氏はそのまま　　の東３郡を織田領とし、南条元続をそのまま羽衣石に居らせてこれを治めさせたから、やや少康
羽衣石城主となる　　を保つこととなった。したがって東郷は勿論、羽合郷一円も再び南条治下に落ちつくこととなった。その間前項尾高の杉原滅亡・西伯耆香原山での南条・福頼両氏の合戦もあった。つまり吉川・小早川が四国征伐に主力を注いでいた留守中の手薄に乗じたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はらん),波瀾)であった。
　　　　　　　　　　　以後領主南条元続の病死、元清の朝鮮戦役参加、元忠の関が原戦参加に次いで大阪城籠城戦に自刃を見、織・豊の天下からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(は),覇)権は徳川に移り、武家法による封建の下に下層社会民は各藩の自治権に支配されていくのである。

